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研究成果の概要（和文）：本研究は、18世紀後半ブリテン諸島におけるユグノーの子孫の役割を具体的に解明す
ることに努め、次の新たな知見が得られた。18世紀中葉に活躍したユグノー亡命者の子孫は、イングランド社会
の上層部に同化したものも多いが、困窮した同胞のために救貧委員会およびユグノー救護院の運営に積極的に関
わり、アイデンティティとネットワーク、そしてヨーロッパ・プロテスタントとの連帯運動の記憶を保ってい
た。これらの特性は19世紀中葉にも受け継がれて、近代歴史学の発展の中で強く意識されるようになり、ユグノ
ー研究の中心的学術団体ユグノー協会の設立(1885)につながったことが確認できた。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined the societal role of Huguenot descendants in the 
British Isles in the latter half of the 18th century and in the 19th century. Although by the mid 
18th century many Huguenot descendants had been assimilated into the British political and religious
 elites, analysis of their relief activities for fellow Huguenot descendants and other Continental 
Protestants- such as the Vaudois committee and continuing support for the French Hospital - 
demonstrate the persistence of a Huguenot identity, their network and a collective memory of 
solidarity with other European Protestants in the 17th century. These characteristics persisted into
 the middle of the 19th century and were key drivers of the development of modern historical studies
 which led to the establishment of the Huguenot Society of London (1885), a central academic 
organization for Huguenot studies.
 

研究分野： 西洋史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ユグノー救護院に関わるユグノーの子孫が、ユグノー協会の設立にも関わっていたことは比較的よく知られてい
る。しかし、17世紀末のユグノー亡命者の記憶とネットワークが、18世紀中葉、イギリスのエスタブリッシュメ
ントに属するようになったユグノー子孫に受け継がれて複数のプロテスタント救援活動を支えたこと、またさら
にその子孫が、19世紀の近代歴史学成立・展開の中で、ユグノー協会の設立を行なったことは、これまで明らか
にされてこなかった。本研究が、18世紀中葉のユグノー第二世代の活動を具体的に解明し、その記憶の継承を裏
付けたことは、ユグノー研究、宗教が核となったアイデンティ、記憶の歴史の観点からも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

 今世紀に入り、欧米歴史学界では、世俗化したとみなされてきた 18 世紀以降のヨーロッパを

扱った歴史叙述において、宗教的役割の再評価の試みがなされるようになった。「キリスト教世

界」と「イスラーム世界」の対立を示す紛争の実態・言説が氾濫し、世俗国家よりも信仰への

帰属を重視する集団の社会的影響が大幅に増した一方で、ヨーロッパでは移民に対して「キリ

スト教文化圏」への一定の同化を求める声や動きが顕著になったことを反映しているであろ

う。私は、これまで 17 世紀後半から 18 世紀の近世イングランドとヨーロッパ大陸の宗教的連

帯運動を考察し、イングランドで設立された自発的結社「キリスト教知識普及協会」を中心

に、カトリックの脅威に対抗するプロテスタント・インタナショナルと呼べる汎ヨーロッパ的

ネットワークが機能していたことを明らかにしてきた。キリスト教知識普及協会は、18 世紀中

葉にはヨーロッパ大陸の宗教的連携運動から後退したことを確認したが、同時に、イングラン

ドに亡命したユグノー（フランス・カルヴァン派）の第二・第三世代が中心となって、イング

ランド政府及び国教会と大陸プロテスタント諸勢力との連携運動を支えたのではないかと推測

をしている。これは、一見したところ、18 世紀後半イングランドでは、社会全体としては宗教

的紐帯よりも国民的結集が強まり、一部の宗教的マイノリティのみが宗教的紐帯の記憶を保持

したという、従来の 18 世紀像を補強するものだが、一方ではユグノー難民の子孫の体制内での

影響力の増大を意味しているのではないだろうか。実際、これらのユグノー子孫は、イギリス

の政・財・宗教界で活躍するエリートが多い。彼らのイギリス・エスタブリッシュメント内で

の役割が、帝国プロジェクトの枠組み形成に関与したのではないかと仮説を立てた。しかし、

18 世紀後半のユグノー難民第二・第三世代についてはプロソポグラフィ的研究もしくは商人一

族の研究に限定されがちで、近世近代移行期の環大西洋世界における彼らの宗教ネットワーク

の役割の評価を試みた研究はほとんどなされていなかった。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、18世紀後半から19世紀のブリテン諸島におけるユグノーの子孫の役割を具体的に

解明し、近世から近代への移行期における宗教の役割およびそのネットワークの変容を具体的

に明らかにすることに努めた。 

 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、18 世紀後半イングランドの宮廷・財界・宗教界エリートとなった亡命ユグノー

の子孫に関するデータ収集を重点的に行なった。とりわけヨーロッパのプロテスタントとのネ

ットワーク（姻戚・家族、教育、宣教、様々な経済活動など）を保持したユグノーに関連した

情報を集め、ユグノーの交流の広がりを特定し、そこから彼らの宗教的紐帯で結ばれた世界観



の手掛かりを得ようとした。特に、18 世紀中葉の大陸プロテスタントのための救援活動に関与

した人脈を手がかりにした。また、イングランド社会におけるユグノー集団の諸連帯がどのよ

うに展開して行ったのかを明らかにするために、18 世紀に基礎が形作られたユグノー・エリー

トによる教育支援、貧民救済や福祉施設、さらに学術団体イギリス・ユグノー協会などの諸制

度・諸機関設立へ結びつく記憶保持のための諸努力を検討した。 

データ収集を行なったのは、英国図書館（ロンドン）、ランベス宮殿文書館（ロンドン）、

英国公文書館（キュー）、オックスフォード大学ボードリアン図書館（オックスフォード）、

サマセット州文書館・地域研究センター（トーントン）、ザールブリュッケン改革派教会（ド

イツ・ザールブリュッケン）、ケント州ファーヴァシャム、ユグノー博物館（ロチェスター）

である。 

 

 

 

４．研究成果 

データ収集とその分析により次の新たな知見が得られた。 

① 1699年のヴァルド派指導者アンリ・アルノーのロンドン滞在と４人のヴァルド派奨学生

の影響と記憶：アッピア家の記憶は19世紀のヴァルド派支援への関心を高めるのに貢

献。ジロー家の記憶は詳細なファミリー・ヒストリーを記録し、19世紀ユグノー研究の

拠点となるユグノー協会の設立に貢献した 

② 18世紀中葉、イギリスのエスタブリッシュメントの一員となった子孫たちの活躍・記憶

の継承 

a. ジャン・ジャック・マジェンディ：ユグノー救護院の幹事であると同時にイングラ

ンド国教会の中で地位を高め、国王一家の側近となった。ヨーロッパ大陸のプロテ

スタントに関してはカンタベリ大主教セッカの相談役を務めている。ハンガリー・

デプレセン救援委員会、ヴァルド派救援委員会委員長も努めた。 

b. ジェームズ・ポーター：イスタンブル駐在ブリテン大使。イスタンブルのヨーロッ

パ人コミュニティや東欧のプロテスタント少数派に17世紀イングランドの義捐金募

集の情報を与えた可能性が高い 

③ ケント州ファーヴァシャムの地域社会とユグノー・ヴァルド派の子孫の関係：ファーヴ

ァシャムは近代、爆薬工場を中心に繁栄した都市であるが、ここで、多くのユグノー子

孫が勤務していたことが確認できた。特に、①のジローの一族は、18世紀前半にファー

ヴァシャムのイングランド国教会聖職者として町に定着してから、各方面で活発に活動

していた。 

④ イギリス・ユグノー協会の設立に貢献したブラウニング（18世紀初頭に渡英した先祖の

名はジロー）。ブラウニングはユグノー救護院の幹事であったが、救護院の記録を精

査・整理するうちに歴史協会の重要性に気がついた。中小の歴史学協会やフリーメイソ

ンとも関わっている。地域社会の中で歴史学に関わりあうようになった。 

これらの情報から得られた、現段階での結論は次のとおりである。18世紀中葉に活躍したユ

グノー亡命者の子孫は、イングランド社会の上層部に同化したものも多いが、困窮した同胞の

ために救貧委員会およびユグノー救護院の運営に積極的に関わり、アイデンティティとネット

ワーク、そしてヨーロッパ・プロテスタントとの連帯運動の記憶を保っていた。これらの特性

は19世紀中葉にも受け継がれて、近代歴史学の発展の中で強く意識されるようになり、ユグノ



ー研究の中心的学術団体ユグノー協会の設立(1885)につながったことが確認できた。近代の歴

史学が大学を中心としたアカデミズムの中にとどまらず、市民レヴェル−−より広い社会の中で

発展したことが裏付けられた。 

 しかし、本研究には当初の目的を完全に達成したとは言えない。本研究は、近世近代移行期

環大西洋世界におけるユグノー・ネットワークの影響と題している通り、環大西洋世界でのユ

グノー・ネットワークの影響を検討する予定であったが、2020年に刊行されたオーウェン・ス

タンウッドのThe Global Refuge: Huguenots in an Age of Empire （Oxford University 

Press）とテーマが重なったこと、さらに、2020年春に始まったコロナ禍のために北米のユグノ

ー協会の資料収集を断念せざるを得なかったことが重なり、ヨーロッパおよびイギリスに焦点

を絞ったものとなった。 

 

 

なお本研究が、リトアニアのメディアにおいても注目され、短いがドキュメンタリーで紹介

された。ドキュメンタリーのタイトルは、"The Promised Land" (parts 1 and 2) であり、製

作はリトアニアのthe national INFO TV channel 、放送日は 6-7November 2021である。 
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